
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 大垣市立興文小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１日（金） ～ １１月１４日（木） 

実 施 概 要 
①社会福祉大会  ②教科指導研究発表会  ③フリー参観 

④興文地区センターまつり  ⑤認知症サポーター養成講座 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

公開の方法 

 ☑授業公開  □成果発表  □レ交流活動  □レ講演会等 

 ☑地域行事等参加  □その他 

来 校 者 数 
保護者 １５０人 

計 ８００人 
地域関係者 ６５０人 

実 施 状 況 ①社会福祉大会 

興文地区福祉大会に参加し、地域の方々の福祉活動や児童の挨拶標語の表彰、中学

生の福祉体験発表など、地域の方と一緒に取り組んでいる活動を価値付け、思いやり

の心あふれる地域づくり・安心安全な地域づくりに向けての意欲を高めた。 

②教科指導研究発表会 

 各教科で、児童の思考力・判断力・表現力を高めるために「アイテム」の活用を大

切にした言語活動を充実することで、習得した知識・技能を活用した学習活動の創造

に取り組んできた成果を公表した。 

③フリー参観 

 学校だよりで保護者・地域に広報し、午前中の教育活動の公開を実施した。 

④興文地区センターまつり 

 興文地区センターまつりで、４年生が合唱を披露したほか、各イベントに参加して、

保護者や地域の方々との交流を深めた。 

⑤認知症サポーター養成講座 

 地域の方より認知症について寸劇を交えて教えていただき、認知症の方への接し方

について学んだ。 

成果及び課題 ○様々な活動の中で、子どもたちが主体的に生き生きと活動している姿が見られ、すば

らしいと感じた。特に地区センターまつりの４年生の合唱は、子ども達の一生懸命な

気持ちが伝わってきて感動した。 

○子どもたちが一生懸命聞いてくれて、本当にやりがいがあります。 

○学校評議員として授業を見せてもらいました。興文の授業は、学びの質が高いと思い

ました。 

△「ふるさとにかかわる学習内容」や「地域の方と交流する内容」を取り入れた公開授

業をさらに増やし，地域での活動に生かすことができるとよい。 

△（認知症サポーター養成講座）今日学ばれたことが、子どもたちのこれからに生きる

とよい。 

 


